
　このコンクールは市内における花と緑の美しい景観を発掘し、この景観を創出している人々の活動を広く
紹介することで市民の緑化意識の高揚を図ることを目的に 2005 年から開催しています。
　専門的な知識や経験を持った市民による運営委員により、約半年間の時間をかけ、応募要綱や審査基準の
検討、現地調査を実施し、学識者等で構成する選考委員会を経て表彰式まで運営しております。

わがまち花と緑のコンクール

皆様のご協力により「わがまち花と緑のコンクール」は、昨年第 20回を迎えました。
また、市制100周年に合わせ全国都市緑化かわさきフェアを開催し、花と緑に興味を持つきっかけや交流を広めております。
これらを契機に“花と緑による交流のさらなる発展”を目指しコンクールのリニューアルを予定しております。
リニューアルにあたっては、全国都市緑化かわさきフェアで実施している、気軽に身近なお気に入りの“みどりスポット”
を投稿できる「わたしのみどりスポット」を活用するなど、新たに花と緑によるきっかけの創出や交流を検討しております。

リニューアル後の内容については、決定次第事務局のホームページにてお知らせさせていただきます。
今後も川崎市が花と緑にあふれるまちになるよう取り組みを進めてまいりますのでご理解とご協力をお願いいたします。
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選考委員会

第２回大賞作品（2006 年）

奥山　キミ

個人部門

花と市民参加の会 “コスモス”

団体部門

＜川崎市＞
建設緑政局緑政部みどり・多摩川協働推進課
（2025 年 4月からグリーンコミュニティ推進室）
＜事務局＞
公益財団法人川崎市公園緑地協会

第 3回大賞作品（2007 年）

中林　典子

個人部門

中丸子南緑道緑を守る会

団体部門

第 4回大賞作品（2008 年）

山崎　愛子　

個人部門

新多摩川ハイムガーデニングクラブ

団体部門

第６回大賞作品（2010 年）
隅　綱子

個人部門

川崎市立　東高津中学校

団体部門

第 5回大賞作品（2009 年）

山本　糸子

個人部門

土橋園芸クラブ

団体部門

第７回大賞作品　（2011 年）

林部　弘子

個人部門

さいわい花クラブ実行委員会

団体部門

第 8回大賞作品（2012 年）

丹羽　順子

個人部門

吹込クローバーの会

団体部門

第 9回大賞作品（2013 年）

安藤　春代

個人部門

多摩川の里ガーデニングクラブ

団体部門

第 10 回大賞作品（2014 年）

田原　昭子

個人部門

ばら苑アクセスロード花壇
ボランティアの会

団体部門

第 11 回大賞作品（2015 年）

山口　訓子

個人部門

花クラブ実行委員会（2班）

団体部門

今後のコンクールについて
第12回大賞作品（2016年）

永田　辰貴

個人部門

こだなか　ガーデニングクラブ

団体部門

第 13 回大賞作品（2017 年）

生田　幸子

個人部門

中丸子南緑道　緑を守る会

団体部門

第 14 回大賞作品（2018 年）

高井　昭

個人部門

吹込クローバーの会

団体部門

第15回大賞作品（2019年）

金子　寛

個人部門

市営清水台団地自治会
みどりの会

団体部門

第 18回大賞作品（2022 年）

吉永　順子

個人部門

エコガーデンはるひ野

団体部門

第17回大賞作品（2021年）

比嘉　孝

個人部門

五反田自治会

団体部門

第 19回大賞作品（2023 年）

山崎　愛子

個人部門

飯室谷町会

団体部門

第 20 回大賞作品（2024 年）

森田　和子

個人部門

花クラブ実行委員会（2班）

団体部門

花と緑のコンクール

ホームページはこちら

わたしのみどりスポット

投稿フォームはこちら

第 1回大賞作品（2005 年）

宮前ガーデニング倶楽部 早野聖地公園里山ボランティア

緑化部門 緑地部門

※第 1回は部門名称が異なります

※団体及び個人の敬称略


